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低 温 宇 宙 時 代

工学部(博 士課程) 片 浜 久

研究 室 で 私 を呼ぶ 声 が しため で振 り返 ってみ る と、 そ こには 、 ニ ヤ ニヤ と笑 った 某編 集 萎 員の 顔が あ

った 。 「低 温 につ い ての夢P低 温 って言 われ て も、僕 は 寒剤 の ユ ーザ ーで しか な いです ヨ。 」.と言 っ

て はみ た もの の … …… 。締 め切 りは迫 って くる6こ うなれ ば 、 ど こか へ 逃 げ よ う。あ の しつ こい某編 集

委員 か ら逃 げ るた あに は。そ うだ1宇 宙 へ行 と う。1

一 我 々は～300Kの 地球 上 で生 活 を営 ん で い る。 した が って 、数Kほ どの低 温 実験 を 行 う為 に は寒

剤 と して液 体Heが 必 要 とな る。 と ころが 天 然資 源 と してHeは 有 限 で あ り、 出来れ ばHeを 必要 と し

な い低 温 実験 が 可能 に な らな いだ ろ うか 。

将 来 、人 類が 宇 宙空 間 に飛 び 出 し、 そ こ で十分 生活 が 可 能 にな って い る と考 え よ う。地 球 で は大 気温

度 は300Kで あ るが、 太陽 か ら離 れ るにつ れ 気温 は低 くな り1木 星 では130K、 海 王星 では70K以 下 に

な る と考 え られ て い る 。宇 宙 の温 度 は3Kほ どで あ る と され て い るか ら、太 陽 か ら遠 くへ 行 けば行 く程 、

容 易に 温 度が 下 が って い くの で はな い だ ろ うか 。 したが らて、 宇 宙空 間 を利用 すれ ば歯 を使わ な いで低

温 実験 が で き、 しか も、 高真空 で 無重 力な 実験 が 行 な え る。

一 と私 の夢 が ふ く らんだ所 へ 、 次 の よ うな声 。 「な ん とも単純 な発想 で す ナ。 それ に 資源 問題 を言

って い るけ ど、 木星 な どの大 きな惑 星 では大 気中 にHeが 含 まれ てい るふ ら、 どうせ 宇 宙へ 行 くな ら、

そ こか らHeを 地 球へ 持 って来 れ ぱ 良い の では … …」 ア ア、水 をさす な 某 編集 委 員 メ。

西暦2× ××年 、地 球 で は 家庭 生 活に まで液体 ヘ リウムが 利 用 され(具 体的 に何 か を全 く書 けな い所

に本 文 著者 の 平凡 さが現 われ て いる 。)そ のた め慢 性 的 なHe不 足が 大 きな問題 とな って お め、 宇 宙か

らのHe輸 入が 急増 して いた。 そ の最 大 の供 給源 は太 陽系 第1× 番 惑星 であ る 。 この星 の大 気 の主 成 分

はHeで 、 しか も気 温 はHeの 沸 点 と 同 じほ どで あ る。 したが って この 星で は、 所 た よ って は液 体 ヘ リ

ウムの 海 が存 在 して お り、時 に は液 体 ヘ リウ ムの雨 が降 った り、超 流動 ヘ リウムの 洪水 が起 こ った り し

てい る。 このた め この 星 は低温 気 象 学の 研究 対 象 に な って いた 。実 験室 レベ ルの スケ ール で のH6に 関ナ

る現象 は20世 紀 末に 解 明 され て お1り」 こめ ころに な る と、気 象学 的 スケ ール でのHeの 振舞が低温物理学

者 の興 味 を呼 ん で いた の で ある 一 。

`宇 宙 時代 の 低温 物 理 は こ ろな る 一ザ 某編 集 委員談
。 「これ じ ゃ、私 の原 稿 の ネ タに もな らな い。」

最後 に、 「低 温 セ ンターだ よ り50号 」 お あで とろ ござ い ます 。

ス ペ ー ・ ス ラ ボ 、

エ学部 金 藤 敬 一

ジェ ッ トエ ン ジンの 出力が 最大 にな ると、 シ ャ トル は静か に 垂 直に 浮 上 し始 めた 。急 速 に速 度 を増 し

なが ら上 昇 してゆ く。心地 よ い加 速 度 を背 に受 け 、眼 下 に 広が る大 阪 平野 を 眺 め てい る うちに ロケ ット

エ ンジ ンに切 り変わ った 。僅 か な シ きック で大 気 圏を 脱 出 した こ とが 感 じ られ る 。'離陸 して1時 間足 ら

一11」


